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は
じ
め
に

　

小
さ
い
頃
に
、
迷
路
パ
ズ
ル
で
遊
ん
だ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
１
９
８
０
年
代
に
は
巨
大
迷
路
ブ
ー

ム
が
起
こ
っ
た
。
遊
園
地
の
ミ
ラ
ー
ハ
ウ
ス
や
近
年
人
気
の
脱
出
ゲ
ー
ム
な
ど
も
迷
路
の
一
種
だ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
中
世
頃
か
ら
修
道
院
な
ど
に
「
迷
路
園
」
と
呼
ば
れ
る
庭
園
が
設
け
ら
れ
、
日
本
で
も
江
戸

時
代
に
は
藪
で
迷
路
が
作
ら
れ
て
い
た
。
迷
路
は
国
境
や
世
代
を
超
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
娯
楽

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
迷
宮
と
い
う
言
葉
に
は
、
と
か
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
特
に
方
向
音
痴

の
人
に
と
っ
て
は
敬
遠
し
た
く
な
る
場
所
だ
が
、
公
共
交
通
の
要
で
あ
る
鉄
道
駅
が
迷
宮
と
あ
っ
て
は
、

避
け
よ
う
に
も
避
け
ら
れ
な
い
。
大
勢
の
人
が
足
早
に
通
り
過
ぎ
る
な
か
、
ゆ
っ
く
り
現
在
地
を
確
認
す

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
迷
宮
駅
は
、
悩
ま
し
い
存
在
だ
。

　

だ
が
、
迷
宮
駅
が
全
て
の
人
に
と
っ
て
負
の
存
在
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
迷
宮
駅
の
話
題
が
上
が
る

と
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
渋
谷
だ
、
梅
田
だ
、
い
や
い
や
名
駅
だ
と
侃
々
諤
々
の
議
論
に
な
り
が
ち
だ
。
親
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し
み
の
あ
る
駅
が
い
か
に
複
雑
で
難
解
か
を
語
る
様
は
、
ま
る
で
贔
屓
の
駅
の
魅
力
を
力
説
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
馴
染
み
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
迷
宮
駅
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
案
外
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
に
迷
宮
駅
を
歩
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
個
性
が
あ
っ
て
飽
き
さ
せ
な
い
。
作
ら
れ
た
と

き
は
小
さ
か
っ
た
駅
が
、
時
代
と
と
も
に
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
横
方
向
だ
け
で
な
く
縦
方
向
に
も
拡
大

す
る
な
ど
、
駅
が
進
化
し
た
歴
史
の
痕
跡
が
随
所
に
発
見
で
き
る
。
近
年
で
は
広
い
床
面
積
を
活
か
し
た

駅
ナ
カ
店
舗
も
拡
大
中
で
、
グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
。

　

出
発
間
近
の
列
車
に
乗
る
時
や
、
最
短
ル
ー
ト
を
探
す
時
に
は
厄
介
な
迷
宮
駅
だ
が
、
時
間
に
ゆ
と
り

の
あ
る
と
き
に
散
策
気
分
で
歩
く
な
ら
、
駅
の
中
は
安
全
で
楽
し
い
空
間
だ
。
雨
に
濡
れ
る
心
配
は
な
い

し
、
車
に
轢
か
れ
る
心
配
も
な
い
。
疲
れ
た
ら
駅
ナ
カ
の
カ
フ
ェ
で
休
め
ば
い
い
し
、
重
い
荷
物
を
預
か

っ
て
く
れ
る
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
も
完
備
し
て
い
る
。
案
内
表
示
も
充
実
し
て
い
る
か
ら
、
遠
回
り
さ
え
厭

わ
な
け
れ
ば
、
土
地
勘
の
な
い
人
も
目
的
地
へ
確
実
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。

　

地
理
や
建
物
の
構
造
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
に
も
、
迷
宮
駅
の
散
策
は
は
お
す
す
め
だ
。
東
京
駅
や
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大
阪
駅
の
よ
う
に
敷
地
が
広
大
な
も
の
、
渋
谷
駅
や
北
千
住
駅
の
よ
う
に
階
層
が
複
雑
な
も
の
、
名
古
屋

駅
や
難
波
駅
の
よ
う
に
路
線
の
運
用
が
雑
多
な
も
の
な
ど
、
迷
宮
駅
に
も
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

上
野
駅
や
天
王
寺
駅
の
よ
う
に
台
地
に
隣
接
し
た
駅
は
、
ホ
ー
ム
が
上
下
二
層
に
分
か
れ
た
構
造
に
な
っ

て
い
る
し
、
新
宿
駅
や
京
都
駅
は
連
絡
通
路
が
上
下
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
駅
の
構
造
を
整
理
し
、
把
握
し
て
お
く
と
、
迷
宮
駅
へ
の
苦
手
意
識
は
少

な
か
ら
ず
和
ら
ぐ
は
ず
だ
。
も
っ
と
も
、
迷
宮
駅
は
一
冊
の
本
で
仕
組
み
を
理
解
で
き
る
ほ
ど
簡
単
な
構

造
で
は
な
い
し
、
迷
宮
駅
を
歩
く
と
き
に
突
き
当
た
る
悩
み
を
、
本
書
が
全
て
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
構
造
を
理
解
し
や
す
く
な
る
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
迷
宮
駅
の
探
索
を
楽
し
む
た
め
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
だ
。
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新
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西
側
に
広
が
る
雑
木
林
に
建
設
／
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Ｒ
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東
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／
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史
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／
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／
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／
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Ｒ
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／
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返
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地
下
駅
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通
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／
地
下
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や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
対
照
的
な
駅
の
東
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の
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の
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め
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ら
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貨
物
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副
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物
／
名
鉄
は
あ
ら
ゆ
る
種
別
の
列
車
を
２
線
で
賄
う
／
「
出
口
」
す

ら
色
を
変
え
な
い
不
親
切
な
Ｊ
Ｒ
の
案
内
表
示
／
地
下
街
攻
略
の
カ
ギ
は
遠
回
り
を
恐
れ
な
い
こ
と
／
コ
ロ
ナ
禍
で

再
開
発
の
計
画
が
不
透
明
に
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な
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る
地
盤
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下
と
の
戦
い
の
歴
史
／
上
下
に
分
か
れ
る
連
絡
通
路
と
中
途
半
端
な
中
２
階
／
ど
こ
に
行

く
か
わ
か
ら
な
い
大
阪
環
状
線
１
番
ホ
ー
ム
／
四
つ
橋
線
と
谷
町
線
の
乗
換
は
要
注
意
！
／
小
店
舗
が
密
集
し
て
い

る
地
下
街
と
通
行
を
阻
む
地
下
駅
／
地
下
新
駅
と
な
に
わ
筋
線
の
開
通
で
迷
宮
度
が
ア
ッ
プ
す
る
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義
隊
の
戦
い
で
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廃
し
た
寛
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寺
の
子
院
跡
地
に
建
設
／
頭
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式
ホ
ー
ム
の
西
側
に
後
か
ら
高
架
の
島
式
ホ
ー
ム

を
増
設
／
天
井
の
低
い
中
２
階
と
遠
回
り
の
３
階
連
絡
通
路
／
不
便
な
点
が
多
い
の
は
戦
前
に
竣
工
し
た
古
い
駅
な

ら
で
は

北
千
住
駅　
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に
迷
宮
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る
独
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な
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発
着
パ
タ
ー
ン
は
独
特
／
Ｊ
Ｒ
・
東
京

メ
ト
ロ
・
東
武
の
改
札
内
乗
換
通
路
は
複
雑
怪
奇
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都
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／
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Ｒ
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＋
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ホ
ー
ム
と
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構
造
／
連
絡
通
路
と
自
由
通
路
は
駅
西
側
が
高
架
、
東
側
は
地
下
／
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ラ
ッ
プ
の
多
い
八
条
口
、
散
策
が
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し
い
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丸
口
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下
に
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と
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こ
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の
多
く
は
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に
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設
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る
地



下
道
／
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／
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／
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／
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東
京
駅　

大
手
町
か
ら
銀
座
ま
で
地
下
で
つ
な
が
る
日
本
の
代
表
駅

大
名
屋
敷
跡
の
広
大
な
官
有
地
を
活
用

　

迷
宮
駅
の
中
で
、
東
京
駅
は
最
も
遅
く
作
ら
れ
た
駅
だ
。
日
本
の
鉄
道
は
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
６

月
12
日
に
品
川
〜
横
浜
間
で
仮
開
業
、
10
月
14
日
に
新
橋
〜
横
浜
間
で
正
式
開
業
し
た
。
以
来
、
東
海
道

方
面
へ
の
起
点
駅
は
新
橋
駅
だ
っ
た
が
、
当
時
の
新
橋
駅
は
現
駅
か
ら
東
南
東
へ
約
３
０
０
ｍ
の
場
所
に

あ
っ
た
。
現
在
は
汐
留
の
高
層
ビ
ル
群
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
「
旧
新
橋
停
車
場 

鉄
道
歴
史
展
示
室
」
と
し

て
、
当
時
の
姿
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
７
月
に
、
後
に
東
海
道
本
線
と
な
る
新
橋
〜
神
戸
間
が
全
通
。
１
８
９
１

年
（
明
治
24
年
）
９
月
に
は
、
同
じ
く
東
北
本
線
と
な
る
上
野
〜
青
森
間
が
全
通
し
た
。
既
に
開
通
し
て

い
た
高
崎
線
に
加
え
、
中
央
本
線
や
常
磐
線
、
総
武
本
線
の
前
身
も
続
々
と
開
通
し
て
い
く
と
、
こ
れ
ら

の
鉄
道
を
接
続
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
く
。
当
時
の
鉄
道
は
貨
物
輸
送
が
主
体
で
、
関
東
各
地
や
甲
信

越
、
東
北
な
ど
で
作
ら
れ
た
生
糸
や
絹
織
物
は
、
日
本
の
最
も
重
要
な
輸
出
品
だ
っ
た
。
貨
物
を
鉄
道
で

上
野
駅
へ
送
り
、
荷
車
や
船
に
積
み
替
え
て
新
橋
駅
へ
運
び
、
ま
た
鉄
道
に
乗
せ
て
国
内
最
大
級
の
貿
易
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港
の
あ
っ
た
横
浜
へ
と
向
か
う
の
は
あ
ま
り
に
効
率

が
悪
か
っ
た
。

　

上
野
か
ら
新
橋
の
間
は
、
当
時
の
東
京
で
最
も
賑

わ
っ
て
い
た
地
域
で
、
鉄
道
を
建
設
す
る
た
め
の
土

地
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
１

８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
11
月
に
上
野
〜
秋
葉
原
間

の
貨
物
線
が
開
業
す
る
が
、
繁
華
街
だ
っ
た
神
田
方

面
へ
の
延
伸
は
で
き
ず
、
い
っ
た
ん
郊
外
へ
迂
回
す

る
路
線
が
計
画
さ
れ
た
。

　

時
代
が
前
後
す
る
が
、
こ
う
し
て
東
海
道
方
面
と

関
東
内
陸
部
を
直
結
す
る
路
線
と
し
て
、
１
８
８
５

年
（
明
治
18
年
）
３
月
に
赤
羽
〜
品
川
間
を
結
ぶ
貨

物
線
が
開
業
し
た
。
現
在
の
山
手
線
の
西
側
区
間
と
、

埼
京
線
の
一
部
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
１
９
０
３
年

（
明
治
36
年
）
４
月
に
は
田
端
〜
池
袋
間
が
開
通
し
、

建築中の東京駅（上）と、完成後の東京駅。

（所蔵：土木学会附属土木図書館）
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貨
物
輸
送
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
今
度
は
都
心
部
の
旅
客
輸
送
の
需
要
が
増
大
し
、
線
路
容
量
は
限
界
に
近
づ
い
て
い
た
。
北

は
上
野
駅
、
東
は
両
国
橋
駅
（
現
在
の
両
国
駅
）、
西
は
御
茶
ノ
水
駅
、
南
は
新
橋
駅
に
囲
ま
れ
た
繁
華
街

に
、
東
西
南
北
か
ら
の
通
過
交
通
が
重
な
り
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
圧
迫
。
従
来
の
馬
車
鉄
道
に
代
わ
り
、

１
９
０
３
年
（
明
治
36
年
）
に
は
路
面
電
車
が
登
場
し
た
も
の
の
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
新
橋
〜
上
野
間
を
結
ぶ
鉄
道
路
線
の
計
画
が
浮
上
す
る
。
同
時
に
宮き

ゅ
う

城じ
ょ
う（

現
在
の
皇
居
）
に
近

い
位
置
に
中
央
停
車
場
を
建
設
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。

　

中
央
停
車
場
を
作
る
た
め
に
は
、
広
大
な
敷
地
が
必
要
だ
。
現
在
の
東
京
駅
の
立
地
を
考
え
る
と
、
皇

居
に
近
い
一
等
地
に
あ
れ
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
た
こ
と
を
、
不
思
議
に
感
じ
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
丸
の
内
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、
も
と
も
と
日
比
谷
入
江
と
呼
ば
れ
る
海
の
一
部
だ
っ
た
場
所
で
、

徳
川
家
康
の
江
戸
開
府
後
の
天
下
普
請
時
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
。「
丸
」
は
本
丸
や
二
の
丸
な
ど
、
城
を
構

成
す
る
区
画
の
こ
と
で
、「
丸
の
内
」
と
は
城
内
の
一
部
と
い
う
意
味
と
な
る
。
江
戸
時
代
は
主
に
親
藩
や

譜
代
大
名
の
大
名
屋
敷
が
並
ぶ
「
大
名
小
路
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
東
京
駅
に
あ
た
る
部
分
に
は
、

岡
山
藩
（
池
田
家
）
や
松
本
藩
（
戸
田
松
平
家
）、
鶴
牧
藩
（
水
野
家
）
な
ど
の
屋
敷
の
ほ
か
、「
遠
山
の
金

さ
ん
」
の
遠
山
景
元
で
お
な
じ
み
の
北
町
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
た
。
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1849年（嘉永 2年）の丸の内。主に親藩・譜代大名の上屋敷が並ぶ。

「大名小路神田橋内内桜田之図」（所蔵：国立国会図書館）

（出典：国土地理院ウェブサイト）

1883年（明治 16年）の丸の内。陸軍施設や官公庁のほかは空き地が目立つ。 

1914年（大正 3年）の丸の内。皇居側の一帯は三菱に払い下げられた。

（所蔵：土木学会附属土木図書館）
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江
戸
の
大
名
屋
敷
は
１
８
５
５
年
（
安
政
２
年
）
の
安
政
江
戸
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
。
さ
ら

に
１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
に
は
江
戸
城
で
火
災
が
発
生
し
、
本
丸
と
二
の
丸
の
御
殿
が
焼
失
す
る
ほ

ど
の
大
火
と
な
っ
た
。
幕
末
の
混
乱
期
だ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
本
丸
や
二
の
丸
を
再
建
す
る
こ
と
な
く
、

拠
点
を
京
都
の
二
条
城
に
移
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
う
な
る
と
諸
大
名
も
江
戸
屋
敷
の
扱
い
が
疎
か
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
ま
ま
明
治
維
新
を
迎
え
、
版

籍
奉
還
に
よ
っ
て
知
藩
事
に
任
命
さ
れ
た
旧
藩
主
と
藩
士
た
ち
は
国
許
へ
と
帰
っ
た
。
武
士
階
級
が
一
気

に
減
っ
た
こ
と
で
、
江
戸
時
代
の
ピ
ー
ク
時
に
１
２
０
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
東
京
の
人
口
は
、
約
50
万
人
ま

で
減
少
し
た
と
い
う
。
空
き
家
と
な
っ
た
屋
敷
跡
は
荒
廃
し
、
さ
ら
に
１
８
７
２
年
（
明
治
５
年
）
に
発

生
し
た
銀
座
大
火
で
、
丸
の
内
か
ら
銀
座
、
築
地
一
帯
は
焼
失
す
る
。

　

政
府
主
導
で
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
街
並
み
作
り
と
、
道
路
の
拡
幅
・
舗
装
が
行
わ
れ
て
発
展
し
た
銀
座
に

対
し
、
放
置
さ
れ
た
丸
の
内
は
荒
廃
し
た
原
野
と
な
っ
た
。
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
西
側
一
帯

に
陸
軍
の
練
兵
所
が
置
か
れ
た
も
の
の
、
西
南
戦
争
の
終
結
で
軍
の
目
的
が
内
乱
鎮
圧
か
ら
対
外
戦
争
へ

と
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
都
心
部
に
拠
点
を
置
く
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
麻
布
の
新
兵
舎
な
ど

郊
外
へ
移
転
。
跡
地
は
１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）
に
三
菱
社
の
岩
崎
彌
之
助
に
１
２
８
万
円
で
売
却
さ

れ
て
い
る
。
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丸
の
内
の
東
側
は
裁
判
所
や
司
法
省
、
大
審
院
、
警
視
庁
な
ど
の
司
法
・
警
察
の
施
設
が
置
か
れ
て
い

た
。
監
獄
本
署
な
ど
一
般
人
が
避
け
る
施
設
が
多
く
、
空
き
地
も
目
立
っ
て
い
た
。
大
名
屋
敷
跡
に
生
え

る
草
を
馬
草
（
馬
の
飼
料
）
と
す
る
た
め
に
刈
り
に
く
る
人
さ
え
い
た
と
い
う
、
場
末
の
地
域
だ
っ
た
。

　

地
理
的
に
は
天
皇
が
暮
ら
す
宮
城
と
繁
華
街
の
日
本
橋
や
銀
座
の
間
に
位
置
す
る
一
等
地
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
荒
涼
と
し
た
官
有
地
だ
っ
た
丸
の
内
は
、
こ
う
し
て
東
京
駅
へ
と
姿
を
変
え
る
こ
と
と
な

る
。
敷
地
面
積
の
ゆ
と
り
は
現
代
ま
で
そ
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
建
設
当
時
は
島
式
４
面
８
線
だ

っ
た
ホ
ー
ム
は
、
中
央
本
線
の
乗
り
入
れ
や
発
着
列
車
の
増
加
に
伴
い
、
八
重
洲
側
に
拡
張
。
戦
後
に
入

る
と
山
手
線
と
京
浜
東
北
線
の
系
統
分
離
や
、
東
北
本
線
・
高
崎
線
・
常
磐
線
の
乗
り
入
れ
に
よ
っ
て
、

再
拡
張
さ
れ
た
。
さ
ら
に
戦
災
の
瓦
礫
で
埋
め
ら
れ
た
外
堀
の
跡
地
が
活
用
さ
れ
、
東
海
道
新
幹
線
の
ホ

ー
ム
と
八
重
洲
駅
舎
が
作
ら
れ
て
い
る
。

横
断
す
る
な
ら
地
上
で
も
地
下
で
も
「
北
口
」
へ

　

東
京
駅
は
構
造
が
シ
ン
プ
ル
だ
か
ら
迷
宮
駅
で
は
な
い
、
と
い
う
声
は
多
い
。
確
か
に
、
東
京
駅
の
主

要
部
分
は
碁
盤
目
状
に
な
っ
て
お
り
、
構
造
を
理
解
し
や
す
い
つ
く
り
だ
。
駅
の
西
側
は
「
丸
の
内
」、
東

側
は
「
八
重
洲
」
で
、
そ
れ
を
「
北
」「
中
央
」「
南
」
の
三
本
の
連
絡
通
路
が
結
ん
で
い
る
。
主
要
な
出
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入
口
の
名
前
も
、
丸
の
内
北
口
・
丸
の
内
中
央
口
・
丸
の
内
南
口
と
、
八
重
洲
北
口
・
八
重
洲
中
央
口
・

八
重
洲
南
口
で
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。
地
下
の
出
入
口
も
丸
の
内
地
下
北
口
・
丸
の
内
地
下
中
央
口
・

丸
の
内
地
下
南
口
と
、
八
重
洲
地
下
中
央
口
と
い
う
、
位
置
を
把
握
し
や
す
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
。

　

た
だ
し
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
要
素
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
に
新
設
さ
れ

た
中
央
線
（
１
・
２
番
線
ホ
ー
ム
）
だ
。
ホ
ー
ム
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
高
架
に
作
ら
れ
た
た
め
、
平
行

す
る
地
上
ホ
ー
ム
の
中
で
唯
一
、
不
揃
い
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
東
京
駅
が
優
秀
な
の
は
、
連
絡
通
路
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
他
と
変
え
て
い
な
い
こ
と
だ
。
１
・
２
番
線
へ
は
他
の
ホ
ー
ム
と
同
様
に
、
北
・
中

央
・
南
の
い
ず
れ
の
連
絡
通
路
か
ら
も
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
迷
う
要
素
と
は
な
り
に
く
い
。

　

新
幹
線
ホ
ー
ム
も
、
そ
れ
ほ
ど
難
易
度
は
高
く
な
い
。
新
幹
線
と
在
来
線
の
間
に
は
乗
換
改
札
が
あ
る

こ
と
や
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
轄
の
新
幹
線
（
東
北
・
山
形
・
秋
田
・
北
海
道
・
上
越
・
北
陸
）
と
Ｊ
Ｒ
東
海
管
轄

の
新
幹
線
（
東
海
道
・
山
陽
）
の
区
分
は
、
も
と
も
と
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
障
害
と
な
り
に

く
い
。
さ
ら
に
新
幹
線
の
方
面
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
構
内
に
表
示
や
看
板
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
緑
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
青
と
、
色
分
け
に
よ
る
区
別
で
、
乗
り
間
違
い
を
減

ら
す
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ラ
ー
は
青
で
は
な
く
橙
（
オ
レ
ン
ジ
）
な

の
だ
が
、
新
幹
線
に
限
っ
て
は
東
海
道
新
幹
線
開
業
時
か
ら
の
ラ
イ
ン
カ
ラ
ー
を
案
内
し
た
ほ
う
が
、
違
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和
感
が
少
な
い
と
考
え
て
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

や
や
複
雑
な
の
が
地
下
ホ
ー
ム
だ
。
丸
の
内
側
に
１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）
に
建
設
さ
れ
た
総
武
（
快

速
）
線
と
横
須
賀
線
用
の
ホ
ー
ム
は
、
他
の
在
来
線
や
新
幹
線
ホ
ー
ム
と
ほ
ぼ
平
行
に
作
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
階
層
が
大
き
く
異
な
る
。
中
央
線
１
・
２
番
線
ホ
ー
ム
の
よ
う
に
、
北
・
中
央
・
南
の
連
絡
通
路

か
ら
直
接
下
り
て
い
く
構
造
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
丸
の
内
中
央
口
付
近
か
ら
地
下
１
階
コ
ン
コ
ー
ス
へ

と
下
り
る
。
そ
の
ま
ま
改
札
を
出
れ
ば
丸
ノ
内
線
の
東
京
駅
だ
し
、
さ
ら
に
地
下
４
階
へ
下
り
れ
ば
、
総

武
・
横
須
賀
線
の
ホ
ー
ム
は
目
の
前
だ
。
た
だ
こ
ち
ら
も
動
線
は
シ
ン
プ
ル
で
、
北
・
南
の
連
絡
通
路
は

丸
の
内
側
で
中
央
連
絡
通
路
に
収し

ゅ
う

斂れ
ん

さ
れ
、
あ
と
は
ほ
ぼ
一
本
道
だ
。

　

問
題
は
、
南
端
に
飛
び
地
の
よ
う
に
存
在
す
る
京
葉
線
ホ
ー
ム
だ
。
も
と
も
と
成
田
空
港
へ
と
向
か
う

成
田
新
幹
線
の
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
沿
線
の
反
対
運
動
な
ど
の
影
響
で
工
事
が

中
断
し
、
京
葉
線
の
ホ
ー
ム
に
転
用
さ
れ
た
。
東
京
駅
の
中
心
部
か
ら
は
、
八
重
洲
南
口
改
札
内
付
近
か

ら
ひ
た
す
ら
南
へ
向
か
う
連
絡
通
路
で
接
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
八
重
洲
側
に
ホ
ー
ム
が
集
中
し
て
い

る
各
新
幹
線
と
成
田
新
幹
線
と
の
乗
換
を
考
慮
し
て
、
設
計
さ
れ
た
か
ら
だ
。

　

そ
の
た
め
同
じ
地
下
に
あ
る
の
に
、
総
武
・
横
須
賀
線
と
京
葉
線
を
乗
り
継
ぐ
た
め
に
は
、
大
き
く
迂

回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
改
札
内
移
動
す
る
に
は
、
総
武
・
横
須
賀
線
の
ホ
ー
ム
か
ら
い
っ
た
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通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例 東北・山形・秋田・北海道・上越・北陸新幹線改札

東海道・山陽新幹線改札
※1

※2

八重洲南口八重洲南口

南のりかえ口※2南のりかえ口※2
中央のりかえ口※2中央のりかえ口※2

日本橋口※2日本橋口※2

南のりかえ口※1南のりかえ口※1 北のりかえ口※1北のりかえ口※1

日本橋口※1日本橋口※1

八重洲中央南口※2八重洲中央南口※2

八重洲中央口八重洲中央口

八重洲中央北口※2八重洲中央北口※2
八重洲北口※2八重洲北口※2

八重洲北口八重洲北口

丸の内北口丸の内北口丸の内中央口丸の内中央口丸の内南口丸の内南口

南
通
路

南
通
路

京葉線連絡通路

京葉線連絡通路

北
通
路

北
通
路

北
自
由
通
路

北
自
由
通
路

中
央
通
路

中
央
通
路

B1F BB1F B

エキュートエキュート

エキュートエキュート

東京ステーションホテル東京ステーションホテル

グランスタグランスタ

行幸通り、皇居行幸通り、皇居

キッチンストリートキッチンストリート

1F

1F

M2F

大丸大丸
大丸大丸グランルーフグランルーフ

B1F AB1F A

永
代
通
り

永
代
通
り

東京ギフトパレット東京ギフトパレット

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR東海きっぷうりばJR東海きっぷうりば●●

中央線快速中央線快速

山手線・京浜東北線山手線・京浜東北線

東海道線・上野東京ライン東海道線・上野東京ライン

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東海道・山陽新幹線東海道・山陽新幹線

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例 東北・山形・秋田・北海道・上越・北陸新幹線改札

東海道・山陽新幹線改札
※1

※2

八重洲南口八重洲南口

南のりかえ口※2南のりかえ口※2
中央のりかえ口※2中央のりかえ口※2

日本橋口※2日本橋口※2

南のりかえ口※1南のりかえ口※1 北のりかえ口※1北のりかえ口※1

日本橋口※1日本橋口※1

八重洲中央南口※2八重洲中央南口※2

八重洲中央口八重洲中央口

八重洲中央北口※2八重洲中央北口※2
八重洲北口※2八重洲北口※2

八重洲北口八重洲北口

丸の内北口丸の内北口丸の内中央口丸の内中央口丸の内南口丸の内南口

南
通
路

南
通
路

京葉線連絡通路

京葉線連絡通路

北
通
路

北
通
路

北
自
由
通
路

北
自
由
通
路

中
央
通
路

中
央
通
路

B1F BB1F B

エキュートエキュート

エキュートエキュート

東京ステーションホテル東京ステーションホテル

グランスタグランスタ

行幸通り、皇居行幸通り、皇居

キッチンストリートキッチンストリート

1F

1F

M2F

大丸大丸
大丸大丸グランルーフグランルーフ

B1F AB1F A

永
代
通
り

永
代
通
り

東京ギフトパレット東京ギフトパレット

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR東海きっぷうりばJR東海きっぷうりば●●

中央線快速中央線快速

山手線・京浜東北線山手線・京浜東北線

東海道線・上野東京ライン東海道線・上野東京ライン

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東海道・山陽新幹線東海道・山陽新幹線
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東京駅マップ（地上）

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例 東北・山形・秋田・北海道・上越・北陸新幹線改札

東海道・山陽新幹線改札
※1

※2

八重洲南口八重洲南口

南のりかえ口※2南のりかえ口※2
中央のりかえ口※2中央のりかえ口※2

日本橋口※2日本橋口※2

南のりかえ口※1南のりかえ口※1 北のりかえ口※1北のりかえ口※1

日本橋口※1日本橋口※1

八重洲中央南口※2八重洲中央南口※2

八重洲中央口八重洲中央口

八重洲中央北口※2八重洲中央北口※2
八重洲北口※2八重洲北口※2

八重洲北口八重洲北口

丸の内北口丸の内北口丸の内中央口丸の内中央口丸の内南口丸の内南口

南
通
路

南
通
路

京葉線連絡通路

京葉線連絡通路

北
通
路

北
通
路

北
自
由
通
路

北
自
由
通
路

中
央
通
路

中
央
通
路

B1F BB1F B

エキュートエキュート

エキュートエキュート

東京ステーションホテル東京ステーションホテル

グランスタグランスタ

行幸通り、皇居行幸通り、皇居

キッチンストリートキッチンストリート

1F

1F

M2F

大丸大丸
大丸大丸グランルーフグランルーフ

B1F AB1F A

永
代
通
り

永
代
通
り

東京ギフトパレット東京ギフトパレット

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR東海きっぷうりばJR東海きっぷうりば●●

中央線快速中央線快速

山手線・京浜東北線山手線・京浜東北線

東海道線・上野東京ライン東海道線・上野東京ライン

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東海道・山陽新幹線東海道・山陽新幹線

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例 東北・山形・秋田・北海道・上越・北陸新幹線改札

東海道・山陽新幹線改札
※1

※2

八重洲南口八重洲南口

南のりかえ口※2南のりかえ口※2
中央のりかえ口※2中央のりかえ口※2

日本橋口※2日本橋口※2

南のりかえ口※1南のりかえ口※1 北のりかえ口※1北のりかえ口※1

日本橋口※1日本橋口※1

八重洲中央南口※2八重洲中央南口※2

八重洲中央口八重洲中央口

八重洲中央北口※2八重洲中央北口※2
八重洲北口※2八重洲北口※2

八重洲北口八重洲北口

丸の内北口丸の内北口丸の内中央口丸の内中央口丸の内南口丸の内南口

南
通
路

南
通
路

京葉線連絡通路

京葉線連絡通路

北
通
路

北
通
路

北
自
由
通
路

北
自
由
通
路

中
央
通
路

中
央
通
路

B1F BB1F B

エキュートエキュート

エキュートエキュート

東京ステーションホテル東京ステーションホテル

グランスタグランスタ

行幸通り、皇居行幸通り、皇居

キッチンストリートキッチンストリート

1F

1F

M2F

大丸大丸
大丸大丸グランルーフグランルーフ

B1F AB1F A

永
代
通
り

永
代
通
り

東京ギフトパレット東京ギフトパレット

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR高速バスターミナル、
外堀通り

JR東海きっぷうりばJR東海きっぷうりば●●

中央線快速中央線快速

山手線・京浜東北線山手線・京浜東北線

東海道線・上野東京ライン東海道線・上野東京ライン

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東北・山形・秋田・北海道・
上越・北陸新幹線

東海道・山陽新幹線東海道・山陽新幹線
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通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例

京葉地下丸の内口京葉地下丸の内口

アートロードアートロード

北
地
下
自
由
通
路

北
地
下
自
由
通
路

中央地下通路中央地下通路

KITTE丸の内KITTE丸の内

東京ステーション
ホテル

東京ステーション
ホテル

スクエア ゼロスクエア ゼロ

銀の鈴広場銀の鈴広場

にっぽんグルメ街道にっぽんグルメ街道

東京おかしランド東京おかしランド
東京ラーメンストリート東京ラーメンストリート 東京キャラクターストリート東京キャラクターストリート

八重洲地下街八重洲地下街

グランルーフフロントグランルーフフロント

グランルーフグランルーフ

グランアージュグランアージュ

丸ビル丸ビル 新丸ビル新丸ビル

東京駅一番街東京駅一番街

黒塀横丁黒塀横丁

大丸大丸大丸大丸

グランスタグランスタ

グランスタグランスタ グランスタグランスタ

丸の内オアゾ丸の内オアゾ

グランスタグランスタ

エチカフィット
東京

エチカフィット
東京

東京ビルTOKIA東京ビルTOKIAJ
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

J
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

丸ノ内線丸ノ内線
丸ノ内線丸ノ内線

京葉地下八重洲口京葉地下八重洲口

八重洲地下中央口八重洲地下中央口

丸の内地下中央口丸の内地下中央口

丸の内地下北口丸の内地下北口

丸の内地下南口丸の内地下南口

グランスタ地下北口グランスタ地下北口

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

B1F B1F
1F B1F B

1F A1F A

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

行幸地下通路・
ギャラリー

行幸地下通路・
ギャラリー

永
代
通
り

永
代
通
り

東
西
線
大
手
町
駅

東
西
線
大
手
町
駅

中央通り中央通り

動輪の広場動輪の広場

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例

京葉地下丸の内口京葉地下丸の内口

アートロードアートロード

北
地
下
自
由
通
路

北
地
下
自
由
通
路

中央地下通路中央地下通路

KITTE丸の内KITTE丸の内

東京ステーション
ホテル

東京ステーション
ホテル

スクエア ゼロスクエア ゼロ

銀の鈴広場銀の鈴広場

にっぽんグルメ街道にっぽんグルメ街道

東京おかしランド東京おかしランド
東京ラーメンストリート東京ラーメンストリート 東京キャラクターストリート東京キャラクターストリート

八重洲地下街八重洲地下街

グランルーフフロントグランルーフフロント

グランルーフグランルーフ

グランアージュグランアージュ

丸ビル丸ビル 新丸ビル新丸ビル

東京駅一番街東京駅一番街

黒塀横丁黒塀横丁

大丸大丸大丸大丸

グランスタグランスタ

グランスタグランスタ グランスタグランスタ

丸の内オアゾ丸の内オアゾ

グランスタグランスタ

エチカフィット
東京

エチカフィット
東京

東京ビルTOKIA東京ビルTOKIAJ
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

J
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

丸ノ内線丸ノ内線
丸ノ内線丸ノ内線

京葉地下八重洲口京葉地下八重洲口

八重洲地下中央口八重洲地下中央口

丸の内地下中央口丸の内地下中央口

丸の内地下北口丸の内地下北口

丸の内地下南口丸の内地下南口

グランスタ地下北口グランスタ地下北口

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

B1F B1F
1F B1F B

1F A1F A

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

行幸地下通路・
ギャラリー

行幸地下通路・
ギャラリー

永
代
通
り

永
代
通
り

東
西
線
大
手
町
駅

東
西
線
大
手
町
駅

中央通り中央通り

動輪の広場動輪の広場
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東京駅マップ（地下）

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例

京葉地下丸の内口京葉地下丸の内口

アートロードアートロード

北
地
下
自
由
通
路

北
地
下
自
由
通
路

中央地下通路中央地下通路

KITTE丸の内KITTE丸の内

東京ステーション
ホテル

東京ステーション
ホテル

スクエア ゼロスクエア ゼロ

銀の鈴広場銀の鈴広場

にっぽんグルメ街道にっぽんグルメ街道

東京おかしランド東京おかしランド
東京ラーメンストリート東京ラーメンストリート 東京キャラクターストリート東京キャラクターストリート

八重洲地下街八重洲地下街

グランルーフフロントグランルーフフロント

グランルーフグランルーフ

グランアージュグランアージュ

丸ビル丸ビル 新丸ビル新丸ビル

東京駅一番街東京駅一番街

黒塀横丁黒塀横丁

大丸大丸大丸大丸

グランスタグランスタ

グランスタグランスタ グランスタグランスタ

丸の内オアゾ丸の内オアゾ

グランスタグランスタ

エチカフィット
東京

エチカフィット
東京

東京ビルTOKIA東京ビルTOKIAJ
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

J
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

丸ノ内線丸ノ内線
丸ノ内線丸ノ内線

京葉地下八重洲口京葉地下八重洲口

八重洲地下中央口八重洲地下中央口

丸の内地下中央口丸の内地下中央口

丸の内地下北口丸の内地下北口

丸の内地下南口丸の内地下南口

グランスタ地下北口グランスタ地下北口

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

B1F B1F
1F B1F B

1F A1F A

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

行幸地下通路・
ギャラリー

行幸地下通路・
ギャラリー

永
代
通
り

永
代
通
り

東
西
線
大
手
町
駅

東
西
線
大
手
町
駅

中央通り中央通り

動輪の広場動輪の広場

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

階段・エスカレーター

主な施設

ホーム

凡例凡例

京葉地下丸の内口京葉地下丸の内口

アートロードアートロード

北
地
下
自
由
通
路

北
地
下
自
由
通
路

中央地下通路中央地下通路

KITTE丸の内KITTE丸の内

東京ステーション
ホテル

東京ステーション
ホテル

スクエア ゼロスクエア ゼロ

銀の鈴広場銀の鈴広場

にっぽんグルメ街道にっぽんグルメ街道

東京おかしランド東京おかしランド
東京ラーメンストリート東京ラーメンストリート 東京キャラクターストリート東京キャラクターストリート

八重洲地下街八重洲地下街

グランルーフフロントグランルーフフロント

グランルーフグランルーフ

グランアージュグランアージュ

丸ビル丸ビル 新丸ビル新丸ビル

東京駅一番街東京駅一番街

黒塀横丁黒塀横丁

大丸大丸大丸大丸

グランスタグランスタ

グランスタグランスタ グランスタグランスタ

丸の内オアゾ丸の内オアゾ

グランスタグランスタ

エチカフィット
東京

エチカフィット
東京

東京ビルTOKIA東京ビルTOKIAJ
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

J
R
京
葉
線（
ホ
ー
ム
は
B
4
F
）

丸ノ内線丸ノ内線
丸ノ内線丸ノ内線

京葉地下八重洲口京葉地下八重洲口

八重洲地下中央口八重洲地下中央口

丸の内地下中央口丸の内地下中央口

丸の内地下北口丸の内地下北口

丸の内地下南口丸の内地下南口

グランスタ地下北口グランスタ地下北口

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

JR総武線快速・横須賀線

（ホームはB5F）

B1F B1F
1F B1F B

1F A1F A

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

行幸地下通路・
ギャラリー

行幸地下通路・
ギャラリー

永
代
通
り

永
代
通
り

東
西
線
大
手
町
駅

東
西
線
大
手
町
駅

中央通り中央通り

動輪の広場動輪の広場
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大
阪
駅　

広
大
な
地
下
空
間
の
「
西
の
横
綱
」
を
待
ち
受
け
る
再
開
発

軟
弱
地
盤
に
よ
る
地
盤
沈
下
と
の
戦
い
の
歴
史

　

迷
宮
駅
の
中
で
「
西
の
横
綱
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
が
大
阪
駅
だ
。
大
阪
の
二
大
繁
華
街
の
一
つ

「
キ
タ
」
の
中
心
で
あ
る
梅
田
地
区
に
立
地
し
て
お
り
、
接
続
す
る
私
鉄
線
や
地
下
鉄
線
に
も
「
梅
田
」
の

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

陸
運
よ
り
海
運
が
中
心
だ
っ
た
江
戸
時
代
、
日
本
の
経
済
の
中
心
地
は
江
戸
で
は
な
く
大
阪
だ
っ
た
。

輸
送
の
主
体
は
木
造
帆
船
で
、
波
が
荒
く
難
所
が
多
か
っ
た
太
平
洋
岸
を
通
る
江
戸
は
、
海
運
に
不
向
き

な
立
地
だ
っ
た
。
比
較
的
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
や
日
本
海
を
経
由
し
て
、
北
前
船
が
中
四
国
か
ら
九
州
、

北
陸
や
東
北
、
果
て
は
蝦
夷
地
ま
で
進
出
し
た
結
果
、
大
阪
が
「
天
下
の
台
所
」
と
し
て
発
展
し
て
い
っ

た
。
明
治
維
新
直
後
は
蔵
屋
敷
の
廃
止
と
、
廃
藩
置
県
に
よ
る
大
名
貸
（
大
名
の
借
金
）
の
貸
し
倒
れ
に
よ

っ
て
打
撃
を
受
け
る
も
の
の
、
貨
幣
や
大
砲
、
繊
維
工
業
を
中
心
と
し
た
工
業
都
市
と
し
て
再
生
し
て
い

っ
た
。

　

当
時
の
市
街
地
の
中
心
部
は
船
場
や
堂
島
で
、
日
本
で
二
番
目
と
な
る
大
阪
〜
神
戸
間
の
鉄
道
建
設
が
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計
画
さ
れ
た
と
き
も
、
大
阪
駅
は
堂
島
に
置
か
れ
る
予
定
だ
っ
た
。
鉄
道
の
建
設
資
材
を
船
で
運
び
込
め

る
と
い
う
利
点
も
あ
り
、
蔵
屋
敷
の
跡
地
で
、
堂
島
川
の
水
運
と
接
続
で
き
る
田た

蓑み
の

橋ば
し

北
詰
一
帯
（
現
在

の
大
阪
市
北
区
堂
島
三
丁
目
）
が
候
補
地
と
な
り
、
頭
端
式
ホ
ー
ム
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　

場
所
が
約
５
０
０
ｍ
北
東
の
梅
田
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
ま
ず
用
地
の
問
題
だ
っ
た
。
大
阪
市
街
地
の

北
限
よ
り
も
外
側
に
あ
っ
た
梅
田
は
、
も
と
も
と
「
埋
田
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
よ
う
に
、
湿
地
帯
を
埋

め
立
て
た
場
所
だ
っ
た
。
田
ん
ぼ
と
墓
地
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
の
荒
涼
と
し
た
土
地
で
、
堂
島
よ
り
も

用
地
買
収
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
か
っ
た
。

　

将
来
的
に
京
都
方
面
へ
延
伸
し
た
際
に
直
通
運
転
で
き
る
よ
う
、
行
き
止
ま
り
と
な
る
頭
端
式
で
は
な

く
、
通
過
式
の
構
造
が
望
ま
れ
た
の
も
要
因
だ
っ
た
。
日
本
最
初
の
駅
の
一
つ
で
、
当
初
は
頭
端
式
の
構

造
だ
っ
た
横
浜
駅
が
、
二
度
の
移
転
を
繰
り
返
し
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
。

　

１
８
７
０
年
（
明
治
３
年
）
に
英
国
人
技
師
の
指
導
の
も
と
、
建
設
の
始
ま
っ
た
大
阪
駅
は
、
１
８
７

４
年
（
明
治
７
年
）
に
開
業
し
た
。「
梅
田
す
て
ん
し
ょ
」
と
呼
ば
れ
た
赤
レ
ン
ガ
作
り
２
階
建
て
の
駅
舎

は
、
近
世
フ
ラ
ン
ス
式
ゴ
シ
ッ
ク
風
建
築
様
式
と
い
う
当
時
と
し
て
は
あ
ま
り
に
モ
ダ
ン
な
つ
く
り
で
、

弁
当
を
持
参
し
て
見
物
に
訪
れ
る
人
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

１
８
７
７
年
（
明
治
10
年
）
に
大
阪
〜
京
都
間
が
開
業
し
、
１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）
に
東
海
道
本
線
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が
全
線
開
通
す
る
と
、
旅
客
需
要
は
次
第
に
増
加
し
て
い
く
。
当
時
は
大
阪
駅
に
発
着
す
る
貨
物
を
船
に

乗
せ
替
え
て
運
ぶ
た
め
の
梅
田
入
堀
が
、
現
在
の
大
阪
中
央
病
院
付
近
に
あ
り
、
堂
島
川
ま
で
開
削
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
避
け
、
路
面
電
車
の
乗
り
入
れ
場
所
や
人
力
車
（
当
時
の
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
だ
っ
た
）
の

待
機
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
大
阪
駅
は
１
９
０
１
年
（
明
治
34
年
）
に
東
側
へ
移
転
。
二
代
目
駅

舎
が
完
成
し
た
。

　

大
阪
駅
に
は
当
初
、
私
鉄
線
も
発
着
し
て
お
り
、
最
盛
期
に
は
山
陽
鉄
道
（
現
在
の
山
陽
本
線
）、
阪
鶴

鉄
道
（
同
福
知
山
線
）、
西
成
鉄
道
（
同
桜
島
線
）、
関
西
鉄
道
（
同
関
西
本
線
）、
南
海
鉄
道
（
同
南
海
電
気

鉄
道
南
海
本
線
）
の
五
社
が
乗
り
入
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
の
鉄
道
国
有
法
に

よ
っ
て
、
主
要
な
私
鉄
は
国
有
化
さ
れ
る
。

　

同
時
期
に
、
新
た
な
鉄
道
会
社
が
梅
田
に
進
出
し
た
。
１
９
０
５
年
（
明
治
38
年
）
に
阪
神
電
気
鉄
道

本
線
が
出
入
橋
〜
神
戸
間
で
開
業
。
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
は
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
が
梅
田
〜
宝

塚
間
と
、
石
橋
〜
箕み

の

面お

間
（
現
在
の
阪
急
宝
塚
本
線
と
箕
面
線
）
を
開
業
し
た
。
鉄
道
を
管
轄
す
る
逓
信
省

は
、
官
鉄
の
対
抗
路
線
と
な
る
私
鉄
の
建
設
に
消
極
的
だ
っ
た
た
め
、
両
社
と
も
軌
道
（
路
面
電
車
な
ど
）

と
し
て
内
務
省
の
認
可
を
受
け
る
と
い
う
、
法
の
網
の
目
を
か
い
く
ぐ
る
形
で
建
設
さ
れ
た
。

　

昭
和
に
入
る
と
、
大
阪
駅
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
ま
ず
旅
客
需
要
の
急
増
に
伴
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い
、
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
に
駅
の
北
側
に
大
阪
貨
物
駅
を
建
設
し
、
客
貨
を
分
離
。
１
９
３
４
年

（
昭
和
９
年
）
に
は
高
架
化
が
実
施
さ
れ
た
。
１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
の
東
京
駅
、
１
９
３
０
年
（
昭
和

５
年
）
の
神
戸
駅
に
次
ぐ
大
規
模
高
架
駅
の
建
設
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
と
ん
で
も
な
い
難
事
業
だ
っ
た
。

　

高
架
化
の
背
景
に
は
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
と
、
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
の
淀
川
の
改
良
工
事
が

あ
る
。
も
と
も
と
淀
川
は
旧
淀
川
（
大
川
、
堂
島
川
、
安
治
川
）
が
本
流
だ
っ
た
が
、
１
８
８
５
年
（
明
治

18
年
）
の
明
治
大
洪
水
で
、
大
阪
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
。
水
害
を
防
ぐ
べ
く
、
淀
川
放
水
路
（
現
在
の

淀
川
）
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
、
東
海
道
本
線
は
大
阪
駅
の
前
後
で
、
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
川
幅
を
二
度
ま

た
ぐ
必
要
が
生
じ
た
。

　

橋
を
上
る
た
め
に
は
、
駅
を
発
車
し
て
す
ぐ
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
時
の
蒸

気
機
関
車
の
出
力
で
は
急
激
な
加
速
は
難
し
い
。
京
都
側
・
神
戸
側
と
も
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

な
お
さ
ら
急
発
進
は
し
に
く
か
っ
た
。
交
通
渋
滞
解
消
の
た
め
、
城
東
線
（
現
在
の
大
阪
環
状
線
東
側
）
の

一
部
を
高
架
化
す
る
必
要
性
も
生
じ
た
た
め
、
そ
れ
な
ら
ば
大
阪
駅
全
体
を
高
架
化
し
た
ほ
う
が
ス
ム
ー

ズ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
障
害
物
が
あ
っ
た
。
同
じ
く
淀
川
を
ま
た
ぐ
阪
神
急
行
電
鉄
（
現
在
の
阪
急
）
が
、
既
に
１
９

２
６
年
（
大
正
15
年
）
に
梅
田
〜
十じ

ゅ
う

三そ
う

間
を
高
架
化
し
て
お
り
、
東
海
道
本
線
を
ま
た
い
だ
南
側
（
現
在
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の
阪
急
う
め
だ
本
店
の
位
置
）
に
梅
田
駅
を
設
置
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
東
海
道
本
線
を
高
架
に
切
り
換
え

る
と
同
時
に
、
阪
急
線
を
再
び
地
平
に
戻
す
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

東
海
道
本
線
は
東
西
の
大
動
脈
で
あ
り
、
阪
急
線
も
多
数
の
乗
客
が
い
た
た
め
、
切
り
換
え
工
事
は
な

ん
と
一
夜
で
敢
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
５
月
31
日
か
ら
翌
未

明
に
か
け
て
の
６
時
間
で
、
総
員
１
２
６
０
人
の
手
に
よ
っ
て
東
海
道
本
線
は
高
架
に
、
阪
急
線
は
地
上

に
切
り
換
え
ら
れ
た
。

　

難
工
事
と
な
っ
た
の
は
、
梅
田
と
い
う
土
地
が
持
つ
致
命
的
な
欠
陥
に
も
要
因
が
あ
っ
た
。
も
と
も
と

淀
川
の
土
砂
が
堆
積
し
た
湿
地
帯
だ
っ
た
大
阪
駅
周
辺
は
、
地
盤
が
極
め
て
脆
く
、
地
下
20
ｍ
前
後
ま
で

が
粘
土
層
と
い
う
軟
弱
地
盤
だ
っ
た
。
東
京
駅
で
は
基
礎
杭
と
し
て
、
松
の
丸
太
が
１
万
本
以
上
打
ち
込

ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
長
さ
は
５
〜
７
ｍ
だ
っ
た
。
梅
田
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
杭
を
打
っ
た
も

の
の
、
一
部
が
砂
礫
層
に
達
し
て
お
ら
ず
、
建
設
と
同
時
に
圧
密
に
よ
る
不
等
沈
下
が
始
ま
っ
た
。
そ
の

後
も
大
阪
駅
は
１
９
６
０
年
代
ま
で
、
地
盤
沈
下
に
悩
ま
さ
れ
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

高
架
化
と
と
も
に
建
設
さ
れ
た
三
代
目
大
阪
駅
に
は
、
地
上
５
階
地
下
１
階
建
て
の
駅
舎
が
作
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
３
階
以
上
は
鉄
道
ホ
テ
ル
と
し
て
供
用
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
５
階
の
一
部
ま
で
鉄

骨
が
組
み
上
が
っ
た
段
階
で
、
日
中
戦
争
に
よ
る
資
材
不
足
に
よ
り
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。
３
階
以
上
が
鉄
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骨
む
き
出
し
の
異
常
な
姿
の
ま
ま
、
１
９
４
０
年
（
昭
和
15
年
）
に
仮
設
の
状
態
で
駅
舎
と
し
て
供
用
開

始
さ
れ
た
。
戦
況
の
悪
化
し
た
１
９
４
３
年
（
昭
和
18
年
）
に
は
、
む
き
出
し
だ
っ
た
鉄
骨
が
軍
へ
と
供

出
さ
れ
、
戦
後
も
未
完
の
ま
ま
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
ま
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

駅
の
周
辺
も
大
き
く
変
化
し
た
。
大
阪
の
目
抜
き
通
り
は
堺
筋
と
四
つ
橋
筋
だ
っ
た
が
、
交
通
量
の
圧

迫
に
よ
り
、
大
阪
駅
と
中
心
街
の
船
場
、
歓
楽
街
の
難
波
を
結
ぶ
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
計
画
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
１
９
３
７
年
（
昭
和
12
年
）
に
完
成
し
た
の
が
御
堂
筋
で
、
地
下
に
電
線
と
電
車
を
埋
設
し
、

43
・
６
ｍ
も
の
道
幅
を
イ
チ
ョ
ウ
の
街
路
樹
が
彩
る
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
構
造
の
道
路
だ
っ
た
。

　

直
下
を
走
る
地
下
鉄
１
号
線
（
現
在
の
御
堂
筋
線
）
は
、
先
行
し
て
１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
５
月
に

梅
田
（
仮
駅
）
〜
心
斎
橋
間
で
開
業
。
１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
10
月
に
は
現
在
の
位
置
で
梅
田
駅
が
本

開
業
し
た
。
１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
に
出
入
橋
駅
（
廃
駅
）
に
代
わ
っ
て
始
発
駅
と
な
っ
て
い
た
阪
神

線
の
梅
田
駅
（
現
在
の
大
阪
梅
田
駅
）
も
、
１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）
に
現
在
の
位
置
へ
移
転
す
る
な
ど
、

地
下
空
間
の
活
用
も
本
格
化
し
て
い
っ
た
。

上
下
に
分
か
れ
る
連
絡
通
路
と
中
途
半
端
な
中
２
階

　

梅
田
の
構
造
を
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
構
成
し
て
い
る
駅
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
よ
う
。
自
由
通
路
で
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つ
な
が
っ
て
い
る
範
囲
に
あ
る
の
は
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
、
阪
急
大
阪
梅
田
駅
、
阪
神
大
阪
梅
田
駅
、
Ｏ
ｓ
ａ

ｋ
ａ 
Ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｏ
梅
田
駅
・
東
梅
田
駅
・
西
梅
田
駅
と
、
Ｊ
Ｒ
北
新
地
駅
で
、
ま
ず
駅
名
か
ら
し
て
バ
ラ

バ
ラ
だ
。
こ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
と
阪
急
は
ホ
ー
ム
が
高
架
に
、
阪
神
と
地
下
鉄
、
Ｊ
Ｒ
北
新
地
駅
は
地

下
に
あ
る
。

　

ま
ず
難
物
な
の
が
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
だ
。
６
面
11
線
と
ホ
ー
ム
の
数
は
多
い
も
の
の
、
す
べ
て
平
行
に
並
ん

で
お
り
、
ホ
ー
ム
長
も
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
理
想
的
な
形
状
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
接
続
す
る
連
絡
通
路
が

実
に
複
雑
怪
奇
な
つ
く
り
な
の
だ
。
計
四
本
の
連
絡
通
路
の
う
ち
、
ホ
ー
ム
か
ら
地
表
階
へ
と
下
り
る
方

面
の
も
の
が
三
本
あ
る
。
東
か
ら
御
堂
筋
口
、
中
央
口
、
桜
橋
口
へ
と
向
か
う
通
路
だ
が
、
１
・
２
番
線

の
大
阪
環
状
線
の
み
、
中
２
階
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
は
ホ
ー
ム
が
後
付
け
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
だ
。
東
京
で
山
手
線
の
環
状
運
転
が
始
ま
っ
た
の
が
１

９
２
５
年
（
大
正
14
年
）
だ
っ
た
の
に
対
し
、
大
阪
環
状
線
が
環
状
と
な
っ
た
の
は
１
９
６
１
年
（
昭
和
36

年
）
と
遅
か
っ
た
。
も
と
も
と
大
阪
〜
天
王
寺
間
は
城
東
線
、
天
王
寺
〜
今
宮
間
は
関
西
本
線
、
西
九
条

〜
大
阪
間
は
西
成
線
と
し
て
営
業
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
一
体
化
し
、
さ
ら
に
今
宮
〜
大
正
間
の
貨
物

線
の
編
入
と
、
大
正
〜
西
九
条
間
の
新
設
を
行
っ
て
、
環
状
化
さ
れ
た
。

　

大
阪
駅
で
は
当
時
の
１
番
線
を
外
回
り
、
新
設
し
た
０
番
線
を
内
回
り
に
使
用
し
て
い
た
が
、
２
番
線
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が
長
距
離
列
車
の
発
着
ホ
ー
ム
だ
っ
た
た
め
、
混

雑
が
同
じ
島
の
１
番
線
に
波
及
し
て
い
た
。
大
阪

万
博
を
控
え
て
さ
ら
な
る
混
雑
が
予
想
さ
れ
た
た

め
、
駅
舎
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
１
９
７
０
年

（
昭
和
45
年
）
に
マ
イ
ナ
ス
１
番
線
が
、
０
番
線
と

同
じ
島
に
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ス
１

番
線
と
い
う
表
示
で
は
具
合
が
悪
い
た
め
、
０
番

線
と
も
ど
も
環
状
１
・
２
番
線
と
い
う
名
称
に
変

更
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
ま
で
行
わ
れ
た
改
良
工

事
を
受
け
て
、
現
在
で
は
番
線
が
振
り
直
さ
れ
て

い
る
。

　

後
付
け
さ
れ
た
大
阪
環
状
線
ホ
ー
ム
の
下
に
は
、

自
由
通
路
や
駅
施
設
が
あ
っ
た
た
め
、
連
絡
通
路

を
地
表
レ
ベ
ル
ま
で
延
ば
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
１
・
２
番
線
の
み
、
中
２
階
を
経

大阪駅マップ

通路

改札内

改札

主な施設

ホーム

通路

改札内

改札

主な施設

ホーム

階段・
エスカレーター
階段・
エスカレーター

凡例凡例

3F
2F

M2F

M2F

1F
桜橋口桜橋口

エキマルシェ大阪口エキマルシェ大阪口

中央口中央口

連絡橋口連絡橋口

南口南口

御堂筋口御堂筋口
グランフロント

大阪
グランフロント

大阪

ハービスOSAKAハービスOSAKA
大丸梅田店大丸梅田店

阪急
うめだ本店

阪急
うめだ本店

阪急三番街阪急三番街

エキマルシェ大阪エキマルシェ大阪

ルクアルクア

ルクアルクア

ルクア
イーレ
ルクア
イーレ

ルクア
イーレ
ルクア
イーレ

イーストコート
ミドー
イーストコート
ミドー

セントラル
コート
セントラル
コート

大丸梅田店大丸梅田店
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由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
不
思
議
な
構
造
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
の
だ
が
、
中
央
口
と
桜
橋
口
方
面
に
も
中
２
階
通
路
が
存
在
す
る
。
３
〜
10

番
線
ホ
ー
ム
か
ら
中
央
口
通
路
に
直
接
行
き
来
が
で
き
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
あ
る
が
、
階
段
を
使
う
場

合
は
中
２
階
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
西
側
の
桜
橋
口
通
路
も
同
様
で
、
こ
の
二
つ
の
中
２
階
は
改

札
内
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
特
殊
な
の
は
11
番
ホ
ー
ム
で
、
こ
ち
ら
は
御
堂
筋
口
通
路
へ
の
行
き
来
に
も
、

中
２
階
を
経
由
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
改
良
工
事
に
よ
っ
て
、
新
た
な
連
絡
通
路
が
作
ら
れ
た
。
南
北
連
絡
橋
と
い
う
、
大
阪
駅
の
南

北
を
縦
断
す
る
自
由
通
路
に
平
行
す
る
形
で
作
ら
れ
た
、
高
架
の
連
絡
橋
口
通
路
だ
。
こ
ち
ら
は
下
階
へ

向
か
う
通
路
と
は
明
ら
か
に
動
線
が
異
な
る
が
、
駅
の
周
辺
へ
と
向
か
う
場
合
、
目
的
地
に
よ
っ
て
は
上

か
下
か
、
ど
ち
ら
か
ら
行
っ
た
ら
よ
い
か
迷
う
ケ
ー
ス
が
新
た
に
生
ま
れ
た
。

ど
こ
に
行
く
か
わ
か
ら
な
い
大
阪
環
状
線
１
番
ホ
ー
ム

　

大
阪
駅
の
ト
ラ
ッ
プ
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
細
か
い
段
差
や
階
段
・
ス
ロ
ー
プ
が
異
様
に
多
い
。

特
に
中
央
コ
ン
コ
ー
ス
や
、
南
口
か
ら
桜
橋
口
へ
か
け
て
の
自
由
通
路
に
は
、
三
〜
七
段
程
度
の
中
途
半

端
な
階
段
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
高
架
化
以
降
、
悩
ま
さ
れ
続
け
た
地
盤
沈
下
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
。
軟
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弱
な
地
盤
と
地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
っ
て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
最
大
で
１
ｍ
以
上
沈
下
し
た
こ
と
で
、

ホ
ー
ム
や
コ
ン
コ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
路
面
に
も
大
き
な
影
響
が
出
た
。
東
海
道
本
線
の
全
線
中
、
大
阪

駅
構
内
の
線
路
が
も
っ
と
も
急
勾
配
に
な
っ
て
し
ま
い
、
レ
ー
ル
に
砂
を
撒
か
な
い
と
発
車
で
き
な
い
時

期
さ
え
あ
っ
た
。

　

不
等
沈
下
を
解
消
す
る
た
め
、
ア
ン
ダ
ー
ピ
ニ
ン
グ
工
法
に
よ
る
大
工
事
が
、
１
９
６
２
年
（
昭
和
37

年
）
ま
で
の
10
年
間
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
た
。
既
設
の
基
礎
杭
の
間
に
人
力
で
穴
を
掘
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
管
を
下
ろ
し
、
約
25
ｍ
下
の
固
い
地
盤
に
達
し
た
ら
管
内
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
つ
め
る
と
い
う
も
の
で
、

日
本
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
工
法
だ
っ
た
。
さ
ら
に
地
下
水
の
取
水
制
限
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や

く
地
盤
沈
下
は
食
い
止
め
ら
れ
た
が
、
段
差
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

続
い
て
の
難
敵
は
、
ソ
フ
ト
面
の
問
題
だ
。
大
阪
駅
の
ホ
ー
ム
は
１
・
２
番
線
が
大
阪
環
状
線
、
そ
れ

以
外
は
東
海
道
本
線
（
神
戸
線
・
京
都
線
）
が
使
用
し
て
お
り
、
３
〜
６
番
線
が
神
戸
方
面
の
下
り
、
７
〜

11
番
線
が
京
都
方
面
の
上
り
だ
。
基
本
的
に
、
向
か
い
合
う
６
番
線
と
７
番
線
が
、
上
下
そ
れ
ぞ
れ
の
普

通
列
車
、
そ
の
外
側
の
５
番
線
と
８
番
線
に
快
速
・
新
快
速
列
車
が
発
着
す
る
。
さ
ら
に
外
側
の
３
・
４

番
線
か
ら
は
、
途
中
か
ら
分
岐
す
る
福
知
山
線
（
宝
塚
線
）
へ
の
当
駅
始
発
列
車
が
発
車
し
、
９
・
10
番

線
に
は
当
駅
止
ま
り
の
列
車
が
到
着
す
る
。
11
番
線
は
京
都
以
東
へ
向
か
う
特
急
列
車
の
専
用
ホ
ー
ム
だ
。
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大阪駅のホーム配置

1958年（昭和33年）まで 1959年（昭和34年）12月～

1970年（昭和45年）3月～ 2009年（平成21年）12月～

①西成線（電車）
②城東線（電車）

①大阪環状線 外回り
②東海道・山陽本線、福知山線（下り）

環状 1 大阪環状線 内回り
環状 2 大阪環状線 外回り

①大阪環状線 内回り
②大阪環状線 外回り

③④宝塚線（当駅始発）、
神戸線 新快速・快速・特急（下り）

⑤神戸線 新快速・快速（下り）
⑥神戸線 普通列車、宝塚線（下り）

⑦京都線 普通列車（上り）
⑧京都線 新快速・快速・特急（上り）

⑨⑩京都線 新快速・快速・特急（上り）

⑪京都線 特急（上り）

③④東海道・山陽本線、福知山線（下り）

←天王寺

←天王寺

←天王寺 ←天王寺

桜島→

神戸→

神戸→

神戸→

神戸→神戸→

西九条→

西九条→ 西九条→

神戸→ 神戸→

神戸→ 神戸→

神戸→

←京都 ←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

←京都

③④東海道・山陽本線、福知山線（下り）

⓪大阪環状線 内回り

⑤⑥東海道・山陽本線 快速・普通列車（下り）

⑦⑧東海道・山陽本線 快速・普通列車（上り）

⑨⑩東海道本線、北陸本線直通列車（上り）

⑪東海道本線、北陸本線直通列車（上り）

⑤⑥東海道・山陽本線 快速・普通列車（下り）

⑦⑧東海道・山陽本線 快速・普通列車（上り）

⑨⑩東海道本線、北陸本線直通列車（上り）

①②東海道・山陽本線、福知山線（下り）

③④東海道・山陽本線、福知山線（下り）

⑤⑥東海道・山陽本線 快速・普通列車（下り）

⑦⑧東海道・山陽本線 快速・普通列車（上り）

⑨⑩東海道本線、北陸本線直通列車（上り）

⑪東海道本線、北陸本線直通列車（上り）

留置線

留置線

留置線

①

②
③

④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⓪
①

②
③

④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

①

環状 1

環状 2

②
③

④
⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

①

②
③

④
⑤

⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
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難
題
は
１
番
線
ホ
ー
ム
だ
。
大
阪
環
状
線
は
実
に
複
雑
な
路
線
で
、
環
状
周
回
す
る
列
車
以
外
に
も
、

西
九
条
駅
で
分
岐
す
る
桜
島
線
（
ゆ
め
咲
線
）
と
、
天
王
寺
駅
で
分
岐
す
る
関
西
本
線
（
大
和
路
線
）・
阪

和
線
が
乗
り
入
れ
て
い
る
。
２
番
線
に
発
着
す
る
外
回
り
は
、
全
列
車
が
周
回
運
転
か
天
王
寺
駅
止
ま
り

な
の
で
問
題
な
い
の
だ
が
、
内
回
り
の
１
番
線
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
き
先
の
列
車
が
発
着
す
る
。

　

東
京
地
区
で
も
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
と
上
野
東
京
ラ
イ
ン
と
い
う
名
称
で
相
互
直
通
運
転
が
始
ま
っ
て

以
来
、
同
一
の
ホ
ー
ム
に
複
数
の
方
面
へ
向
か
う
列
車
が
発
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
池
袋
・
渋
谷
・
新

宿
で
は
、
北
が
埼
京
線
、
東
北
本
線
（
宇
都
宮
線
）
と
高
崎
線
、
南
が
り
ん
か
い
線
、
東
海
道
線
、
横
須

賀
線
、
相
鉄
直
通
線
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
上
野
・
東
京
・
品
川
で
は
、
北
が
埼
京
線
、
東
北
本
線
、
高

崎
線
と
常
磐
線
、
南
は
東
海
道
線
へ
向
か
う
。

　

大
阪
駅
で
は
、
一
つ
の
ホ
ー
ム
に
四
つ
の
路
線
が
発
着
し
て
い
る
。
し
か
も
大
和
路
快
速
・
紀
州
路
快

速
・
関
空
快
速
・
快
速
は
途
中
の
野
田
駅
・
芦
原
橋
駅
・
今
宮
駅
を
通
過
す
る
。
大
和
路
線
は
区
間
快
速

の
み
、
こ
の
３
駅
を
通
過
し
な
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
や
や
こ
し
い
。
初
め
て
大
阪
駅
へ
行
く
人
は
、
１
番

線
は
魔
境
だ
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
き
た
い
。
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四
つ
橋
線
と
谷
町
線
の
乗
換
は
要
注
意
！

　

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
以
外
は
、
駅
構
内
の
構
造
は
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
。
規
模
が
大
き
い
の
は
阪
急
大
阪

梅
田
駅
で
、
神
戸
線
・
京
都
線
・
宝
塚
線
の
主
要
三
路
線
す
べ
て
が
発
着
す
る
。
平
行
に
並
ぶ
10
面
９
線

の
ホ
ー
ム
は
、
頭
端
式
と
し
て
は
日
本
最
大
の
規
模
で
、
欧
米
の
巨
大
駅
の
よ
う
な
風
格
さ
え
感
じ
さ
せ

る
。
阪
急
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
３
階
に
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
櫛
の
背
の
部
分
一
面
に
巨
大
な
改
札
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
の
中
腹
か
ら
下
り
る
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
２
階
に
も
改
札
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
頭
端
式
ホ
ー
ム
の
欠
点
で
あ
る
、
櫛
の
背
に
乗
客
が
集
中
す
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
構

造
だ
。

　

阪
神
大
阪
梅
田
駅
は
、
５
面
４
線
の
頭
端
式
ホ
ー
ム
だ
。
地
下
２
階
に
ホ
ー
ム
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
櫛

の
背
の
部
分
に
改
札
が
あ
る
。
上
下
は
入
れ
替
わ
る
も
の
の
、
ホ
ー
ム
中
腹
か
ら
地
下
１
階
の
改
札
へ
向

か
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
阪
急
と
同
様
だ
。

　

地
下
鉄
は
御
堂
筋
線
の
梅
田
駅
、
四
つ
橋
線
の
西
梅
田
駅
、
谷
町
線
の
東
梅
田
駅
の
三
駅
（
梅
田
三
駅
）

が
あ
り
、
改
札
外
乗
継
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
の
地
下
鉄
で
は
珍
し
く
な
い
改
札
外
乗
換
だ
が
、
大
阪
で

は
こ
こ
が
唯
一
だ
。

　

も
と
も
と
谷
町
線
は
、
御
堂
筋
線
の
梅
田
駅
に
乗
り
入
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
工
事
が
難
航
し
、
ル
ー
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ト
が
変
更
さ
れ
た
。
梅
田
駅
に
は
供
用
済
み
の
１
面
２
線
の
ホ
ー
ム
の
他
に
、
平
行
す
る
１
面
２
線
ホ
ー

ム
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
対
面
乗
換
が
可
能
な
設
計
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
谷
町
線
の
乗
り
入
れ
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
混
雑
緩
和
の
た
め
に
転
用
。
内
側
２
線
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
ホ
ー
ム
に
組
み
込
ん
だ
こ
と

で
、
現
在
の
幅
24
・
５
ｍ
と
い
う
広
々
と
し
た
梅
田
駅
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

梅
田
三
駅
の
接
続
は
良
く
な
い
。
特
に
西
梅
田
駅
は
遠
い
う
え
に
、
間
に
阪
神
大
阪
梅
田
駅
を
挟
む
た

め
通
路
の
混
雑
が
激
し
く
、
ル
ー
ト
も
複
雑
だ
。
で
き
れ
ば
他
の
駅
で
乗
り
換
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
谷

町
線
と
四
つ
橋
線
の
乗
換
駅
は
こ
こ
し
か
な
い
た
め
、
避
け
よ
う
が
な
い
。
御
堂
筋
線
と
四
つ
橋
線
は
対

面
乗
換
が
可
能
な
大
国
町
駅
を
活
用
す
る
の
が
便
利
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
東
西
線
の
北
新
地
駅
は
シ
ン
プ
ル
な
構
造
だ
が
、
運
賃
計
算
の
特
例
が
多
い
。
例
え
ば
、
大
阪
〜

尼
崎
間
も
し
く
は
大
阪
〜
京
橋
間
を
含
む
定
期
券
や
回
数
券
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
北
新
地
駅
で
の
乗
降

が
で
き
る
。
反
対
に
北
新
地
〜
尼
崎
・
京
橋
間
を
含
む
定
期
券
や
回
数
券
が
あ
れ
ば
、
大
阪
駅
で
も
乗
降

可
能
だ
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
定
期
券
・
回
数
券
に
限
る
ル
ー
ル
で
、
普
通
の
き
っ
ぷ
で
は
適
用
さ
れ
な

い
。
大
阪
駅
と
北
新
地
駅
は
同
一
駅
と
い
う
扱
い
で
は
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
が
存
在
す
る
駅
だ
と

覚
え
て
お
き
た
い
。
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小
店
舗
が
密
集
し
て
い
る
地
下
街
と
通
行
を
阻
む
地
下
駅

　

梅
田
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
駅
の
外
に
も
地
下
迷
宮
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
周
辺
に
は
御
堂
筋
や

新
御
堂
筋
、
扇
町
通
や
曽
根
崎
通
と
い
っ
た
幅
の
広
い
幹
線
道
路
が
通
っ
て
い
る
た
め
、
地
上
は
基
本
的

に
車
が
優
先
の
構
造
だ
。
Ｊ
Ｒ
線
が
高
架
な
の
で
、
空
中
を
デ
ッ
キ
で
接
続
す
る
の
も
限
界
が
あ
る
。
必

然
的
に
、
歩
行
者
の
主
要
ル
ー
ト
は
地
下
と
な
る
。

　

梅
田
の
地
下
道
が
迷
宮
で
あ
る
理
由
の
第
一
は
、
と
に
か
く
範
囲
が
広
い
こ
と
だ
。
東
は
新
御
堂
筋
の

曽
根
崎
東
交
差
点
、
西
は
西
梅
田
公
園
付
近
、
南
は
渡
辺
橋
付
近
、
北
は
阪
急
大
阪
梅
田
駅
の
地
下
ま
で

広
が
っ
て
い
る
。「
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
」
と
「
デ
ィ
ア
モ
ー
ル
大
阪
」
の
二
大
地
下
街
を
は
じ
め
、「
ド

ー
ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
」
や
「
ｅ
ｋ
ｉ
ｍ
ｏ
梅
田
」
な
ど
多
様
な
地
下
街
が
あ
り
、
阪
急
う
め
だ
本
店
や

阪
神
梅
田
本
店
、
大
丸
梅
田
店
の
デ
パ
地
下
や
、
阪
急
三
番
街
や
ル
ク
ア
大
阪
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

な
ど
の
商
業
施
設
や
複
合
施
設
の
地
下
部
分
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

実
は
、
地
下
通
路
が
つ
な
が
っ
て
い
る
範
囲
は
、
東
京
駅
や
新
宿
駅
の
ほ
う
が
広
い
。
梅
田
は
東
西
方

向
、
南
北
方
向
と
も
、
端
か
ら
端
ま
で
の
直
線
距
離
は
１
・
３
㎞
ほ
ど
で
、
隣
の
駅
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
。
地
下
街
の
ト
ー
タ
ル
の
店
舗
面
積
も
、
東
京
や
名
古
屋
の
地
下
街
に
比
べ
れ
ば
広
く

な
い
。
だ
が
、
こ
れ
は
大
阪
の
地
下
街
は
店
舗
の
奥
行
き
が
な
く
、
小
規
模
な
店
舗
が
密
集
し
て
い
る
こ
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

https://ji-sedai.jp

https://ji-sedai.jp/event/info/
https://ji-sedai.jp/series/research/
https://ji-sedai.jp/book/publication/
https://ji-sedai.jp



